
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,024
男 2,926　女 3,316　　合計 6,242

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 687	（10.3％）	 15	〜 64 才	 4,056	（60.5％）
	 65	才以上	 1,957	（29.2％）

第
13
回
新
荘
ま
つ
り

一
日
も
早
い
震
災
復
興
願
い

花
火
打
上
！

七
月
二
十
四
日（
日
）
新
荘
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
た
新
荘
ま
つ
り
は
、
好

天
に
恵
ま
れ
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
、
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
選
手
に
よ
る
サ
イ
ン
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
に
、
二
千
三
百

名
の
方
が
祭
り
を
堪
能
さ
れ
、
新
荘
地
区
住
民
の
ふ
れ
あ
い
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
余
震
を
配
慮
し
、
ヤ
グ
ラ
を

止
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
ス
テ
ー
ジ

と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

砂
久
保
の
子
供
み
こ
し
で
祭
り
は
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

常
磐
学
区
の
祭
り
と
ダ
ブ
リ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
模
擬
店
は
早
々
と
売
切

れ
ゴ
メ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
に
ぎ
わ
っ

た
会
場
は
花
火
で
祭
り
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
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ゲームコーナーは大人気



合
同
総
会

二
十
三
年
度

―　お　ど　り　―

―　エコ教室　―

―　流しソーメン　―

―　消防放水　―

―　やきとり　―

第13回
新荘まつり

7月24日日 ☁くもり
最高気温　30度

ゲーム・模擬店をたのしむ
子どもたちを中心に
家族連れでにぎわいました。

おだやかな天気で、
20：00の花火終了まで、
多くの人が集いました。

新荘小は災害発生時の
避難場所になっています。
道すじ確認もかねて、
でかけてみてはいかがですか。

●
新
荘
ま
つ
り

	

七
月
二
十
四
日

●
敬
老
会	

九
月
十
九
日

●
市
民
運
動
会	

十
月
九
日

●
市
民
懇
談
会

	

十
月
二
十
二
日

●
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

	

十
月
二
十
八
日

●
リ
サ
イ
ク
ル
学
習
会

	

十
一
月
十
日

●
歩
く
会	

十
一
月
十
三
日

●
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

	

三
月
三
・
四
日

今
年
度
の
主
な
行
事

五
月
二
十
一
日（
土
）
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
学
区
六
十
九
町
内
会
の

う
ち
、
五
十
四
町
内
会
長
の
出

席
を
い
た
だ
き
、
二
十
二
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
と
、

二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
袴
塚
孝
雄
市

議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

後
藤
務
常
務
理
事
様
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
よ

り
大
部
副
会
長
、
大
峰
正
美
市

民
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
は
、
三
月
十
一
日
の
東

日
本
大
地
震
で
ホ
ー
ル
が
損
壊

し
た
た
め
、
大
会
議
室
と
な
り
、

満
席
の
状
態
で
の
開
催
で
、
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
終
了
後
に
新
荘

女
性
の
会
の
支
部
長
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

子どもみこしの入場で

新荘まつりのはじまり〜 !!
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中味の基本は、
ライト、ライター、一日
分の食料・水、ラジオ付
ライト、室内でも足にケ
ガをするので運動グツを
準備しておきましょう。

〈
用
意
す
る
も
の
〉

一
、
テ
ン
プ
ラ
油
（
使
用
済

の
油
は
、
こ
し
て
下
さ
い
）

二
、
ろ
う
そ
く

三
、
た
こ
糸

〈
作
り
方
〉

一
、
芯
作
り
（
ろ
う
そ
く
・

た
こ
糸
）

○
ろ
う
そ
く
を
温
め
、
ろ
う

を
た
こ
糸
に
し
み
込
ま
せ

て
下
さ
い
。

二
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
（
テ

ン
プ
ラ
油
・
凝
固
剤
・
耐

熱
性
用
器
）

①
油
を
温
め
る
（
湯
せ
ん
）

②
温
ま
っ
た
油
に
凝
固
剤

（
油
の
1
／
10
）
を
ま
ぜ

る
。
そ
の
際
、
ク
レ
ヨ
ン

で
色
付
け
し
て
も
よ
い
。

③
温
か
い
う
ち
に
、
器
に
入

れ
る
。

④
か
た
ま
り
か
け
た
ら
、
芯

を
差
し
込
む
。

芯
は
一
㎝
程
度
頭
を
出

す
。

〈
提　

案
〉

○
芯
を
作
る
か
わ
り
に
、
仏

だ
ん
用
の
小
さ
な
ロ
ー

ソ
ク
を
差
し
込
ん
で
み
て

は
？

器
の
形
を
楽
し
ん
で
み
て
下
さ
い

世
界
で
四
番
目
に
大
き
か
っ

た
今
回
の
地
震
に
は
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
宮
城
県
沖
の
30
年
以

内
の
発
生
確
率
は
99
％
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
度
々

広
報
で
「
家
具
の
下
敷
き
に
な

ら
な
い
よ
う
」
自
分
の
命
を
守

る
こ
と
が
第
一
で
す
…
…
と
お

知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
地
震
は
、
宮
城
・
福

島
・
茨
城
沖
で
連
動
し
て
発
生

し
、
揺
れ
の
時
間
も
六
分
間
と

長
か
っ
た
た
め
、
家
屋
、
塀
な
ど

に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

「
震
度
六
弱（
水
戸
）東
日
本
巨
大
地
震
」
で
、

皆
様
は
何
を
学
び
ま
し
た
か
！

さ
て
、
余
震
が
心
配
さ
れ
ま

す
が
、
新
た
な
地
震
も
心
配
で

す
。静

岡
県
を
中
心
と
し
た
「
東

海
地
震
（
87
％
）」、
愛
知
・
三
重

を
中
心
と
し
た
「
東
南
海
地
震

（
60
〜
70
％
）」、
和
歌
山
・
徳
島
・

高
知
を
中
心
と
し
た
「
南
海
地

震
（
50
％
）」、
さ
ら
に
「
南
関
東

地
震
〈
東
京
直
下
型
〉（
70
％
程

度
）」
が
、
い
つ
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

「
の
ど
も
と
過
ぎ
る
と
熱
さ
を

忘
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
地
震
は
私
達

に
多
く
の
教
訓
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

気
を
引
き
締
め
て
日
常
を
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。

（
注
・
％
の
数
字
は
今
後
30
年
以

内
の
地
震
発
生
確
率
で
す
）

〈
水
戸
市
の
地
震
災
害
状
況
〉

○
死
者	

二
人
（
二
人
と
も
新
荘

学
区
内
の
方
で
す
）

○
建　

物

　
　

全　
　

壊	

三
二
五

　
　

半　
　

壊	

一
、三
〇
七

　
　

一
部
損
壊	

二
三
、二
三
八

一
時
避
難
場
所

○
新
荘
小
学
校

○
第
一
中
学
校

○
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

広
域
避
難
場
所

○
茨
城
大
学

○
堀
原
運
動
公
園

○
東
町
運
動
公
園

○
県
立
歴
史
館

○
偕
楽
園

○
千
波
公
園

耐
震
性
貯
水
そ
う

○
新
荘
小
学
校
内（
百
立
方
米
）

○
歴
史
館
内
（
百
立
方
米
）

停
電
に
役
立
つ

廃
油
で
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

二
〇
一
一
・
三
・
一
一

非常時持出袋
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水戸

東京

静岡
名古屋

大阪

今後30年以内に発生
する地震の確率
〈資料出所：独立法人 防災科学技術研究所〉

南海地震 予想震度：M8.4前後
発生確率：50%

東南海地震 予想震度：M8.1
発生確率：60～70%

東海地震
予想震度：M8.0
発生確率：87%

南関東地震
予想震度：M7程度
発生確率：70%

東日本大地震
震度：M9
2011年3月11日

※活断層上に浜岡原発



義ぎ

を
見
て
為な

さ
ざ
る
は

勇ゆ
う

無な

き
な
り

「
論
語
」
一
口
メ
モ

行
う
べ
き
こ
と
を
た
め
ら
っ

て
行
な
わ
な
い
こ
と
は
、
勇

気
の
な
い
臆
病
者
で
あ
る
。

���

���

六
十
代
女
性

◎
新
荘
公
民
館
に
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
は
、
天
井
が
落
ち

て
き
た
り
大
変
で
し
た
。

家
に
帰
り
、
す
ぐ
に
食
料

品
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

ロ
ー
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
等
は

用
意
し
ま
し
た
が
、
懐
中
電

灯
の
電
池
が
な
く
コ
ン
ビ

ニ
に
い
き
ま
し
た
。
店
内
は

ま
っ
暗
で
し
た
が
、
店
員
と

客
の
親
切
さ
と
マ
ナ
ー
の
良

さ
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

六
十
代
男
性

◎
勤
務
中
で
し
た
。

外
に
出
よ
う
と
ロ
ッ
カ
ー

か
ら
上
着
を
出
そ
う
と
し
た

が
開
か
ず
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ま

ま
外
に
出
ま
し
た
。

寒
い
中
帰
宅
し
ま
し
た
が
、

途
中
水
戸
駅
の
連
絡
通
路
が

通
行
止
め
で
、
一
時
間
以
上
歩

い
て
自
宅
に
た
ど
り
つ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
寒
さ
か
ら
体
調
を

く
ず
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

七
十
代
女
性

◎
家
に
お
り
ま
し
た
。

仏
壇
の
花
が
た
お
れ
て
水

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

造
花
に
し
て
い
ま
す
。

お
風
呂
の
水
を
残
し
て
お

い
た
の
で
、
ト
イ
レ
に
利
用
で

き
ま
し
た
。

八
十
代
男
性

◎
家
に
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
を
買
っ
た
ば
か
り

な
の
で
、
テ
レ
ビ
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
ラ
ジ
オ
を
つ
け
ま

し
た
。
電
池
か
ら
手
廻
し
発
電

に
き
り
か
わ
る
も
の
だ
っ
た

の
で
と
て
も
役
に
た
ち
ま
し

た
。

■

退
任
あ
い
さ
つ　

こ
の
度
任
期
満
了
に
伴
い
社

協
新
荘
支
部
長
を
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
四
期
八
年

の
永
い
間
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
に
は
副
支
部
長
の
青
木

實
様
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
。
私
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
紙
面
の
都

合
で
誠
に
簡
単
で
す
が
お
礼
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

■

就
任
あ
い
さ
つ　

今
年
度
よ
り
支
部
長
と
い
う

大
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
懸
命
に
そ
の
責
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

近
年
、
私
達
の
生
活
を
取
り

巻
く
社
会
諸
情
勢
は
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
社
協
新

荘
支
部
と
し
て
は
、
地
域
の

方
々
が
健
康
で
生
き
甲
斐
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な

に
と
ぞ
皆
様
方
に
は
、
今
後
と

も
地
域
福
祉
活
動
に
、
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は

そ
の
と
き

！

3
11

前支部長

軍司　進

支部長

青木　實

編

集

部

委

員

川
又　

一
郎
・
飛
田
美
江
子

鈴
木　

照
子
・
中
野　

昌
子
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水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
荘
支
部

屋根瓦の損壊

塀の倒壊

墓石の倒壊（水戸殉難志士ノ墓）


